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Electrolysis of lead containing glass melts / ○Satoshi YOSHIDA, Yuki ISHIGOUOKA, Mitsuo KATO, Toru SUGAWARA, Yoshinari MIURA, Jun MATSUOKA (U. Shiga Pref.) / It 
is well known that electrochemical techniques used in aqueous solution are applied to high-temperature glass melts, because of their reasonably high electric conductivity.  In order to 
apply the electrolysis of lead glass melts to separation of lead from the melts, it is indispensable to understand the decomposition voltage and its temperature and composition dependence.  
In this study, electrolytic behaviors of lead containing silicate glass melts (x PbO - (100-x)/3 (Na2O·2SiO2) x = 0 ~ 40 mol%) were investigated.  The decomposition voltages of the 
melts were determined from stationary current-potential curves using Pt electrodes.  It is found that the decomposition voltage decreases with an addition of PbO in the melt.   
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【緒言】ガラス融液に直流電圧を印加すると，閾値以上の電圧印加

により急激な電流増加が認められ，ガラス融液の電気分解が進行す

る。ガラス融液の電気分解に関する知見は，高温電解質としてのガ

ラス融液中のイオンの挙動を知るために重要であるが，ガラス融液

の電気分解に関する報告は多くない。本研究では，鉛を含むナトリ

ウムケイ酸塩ガラスの直流電気分解における分解電圧とその組成

依存性の評価を行った。 
 

【実験】ガラス組成は，x PbO - (100-x)/3 (Na2O·2SiO2) (x = 0 ~ 40 

mol%)とした。アルミナ坩堝を用いて 1200℃1 時間溶融してガラス

を作製し，粉砕後再溶融して測定試料とした。アルミナ坩堝中で再

溶融した試料について，３電極法により 850℃~1150℃の温度範囲

で電圧－電流曲線を測定し，各ガラス融液の分解電圧を決定した。

作用極，参照極には，直径 0.6 mm の白金線を用い，対極には厚さ

0.4 mm の白金板（25×8 mm）を用いた。 
 

【結果と考察】図１に，1000℃における電圧－電流曲線の例を示す。

アノード分解電位はガラス組成にほとんど依存しないが，カソード

分解電位は PbO の添加により正電位側にシフトし，全分解電圧が

低下することが分かった。また，PbO 含有量と全分解電圧に明確な

相関は認められなかった。表１に，各温度における各ガラス融液の

全分解電圧を示す。鉛ガラス融液の電気分解において，全分解電圧

は，0.65 ~ 0.75 V 程度であり，その測定温度の影響は小さいことが

分かった。既報によれば，鉛含有ケイ酸塩ガラス融液の電気分解に

おいては，アノードで酸素

が発生し，カソードでは鉛

が還元析出するものと考え

られる。カソードおよびア

ノード分解電位は，いずれ

も温度上昇と共に正電位側

にシフトすることが分かっ

た。当日は，定電圧電解の

結果についても報告する。 
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Glass 
Decomposition voltage / V 

850℃ 900℃ 950℃ 1000℃ 1050℃ 1100℃ 1150℃ 

0 PbO - 1.31 1.25 1.19 1.24 1.26 1.30 

4 PbO 0.74 0.70 0.70 0.72 0.72 0.71 0.72 

7 PbO 0.72 0.67 0.69 0.68 0.69 0.68 0.71 

10PbO 0.74 0.71 0.67 0.68 0.69 0.67 0.65 
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Fig. 1  Potential-Current curve of glass melts 

at 1000 °C. 

Table 1  Decomposition voltage of glass melts. 


